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はじめに
1972年に張義郷近くの洞窟からチベット文木簡が西夏文の文書と同時に発見された。この木簡
の内容は後に詳述する如く仏典の一種である。
これまでに発見されたチベット文の木簡は、そのほとんどがロプノール（羅布泊）南岸のミラ
ーン（米蘭）等、罠需山脈の北側・タリム盆地の南にある遺跡から発見されたものである。これ
らの木簡は吐蕃がこの地方を統治していた頃に書かれたものである。現在までに発表公開された
チベット文木簡の中には仏教経典に関するものは存在しない①。
西夏にはチベット仏教の流入も認められ、 しかもその支配下にはチベット系民族が多く存在す
る。僧侶を中心としてチベット語を読み書きできる者も多くおり、明らかにチベット語経典から
訳されたとされる西夏文経典が多数存在する。そして、国王が仏教を信奉している②にも関わら
ず、この時代の遺跡で発見されたチベット語経典は少ない。
このような状況において、本稿で扱うチベット文木簡は、吐蕃時代以降の遺跡から発見された
チベット文の木簡であるという事と、西夏時代下におけるチベット文の仏典であるという二重の
意味で貴重である。
現在これらの木簡は、武威市歴史博物館に保管展示きれており、私は1993年の夏に調査する機
会を得た。発見された三枚のうち、一枚は収蔵庫に保管きれたままである。博物館に展示されて
いる二枚のうち一枚が、釈文を示すことができる程度に文字が残っている。写真撮影は不許可で
あり、ガラス越しに書写した。そのため現物の姿をそのまま示せないのは残念である。
本稿では木簡の釈文を試み、西夏時代におけるチベット文木簡の存在意義と歴史的背景を考察
し、 さらに西夏におけるチベット仏教について考察したい。
武威博物館のチベット文木簡
武威市歴史博物館には三枚のチベット文木簡が所蔵されている。以下、便宜上それらの木簡を
武威木簡A・B．Cと呼ぶことにする。A・B．CのうちAとBの二枚が展示されている。展示
されている二枚のうち、比較的文字がよく残っており、一部見にくい部分があるものの大部分の
判読が可能なものを武威木簡Aとする。表面が摩耗しており、文字を判読する事が難しいもの
を武威木簡Bとする。
先ず、これらの木簡がどこから、どのような状態で発見されたかについて概観しておきたい。
木簡が発見された張義郷は、甘粛省武威市内より南に約60キロメートル行ったところにある中
路県から、 5～6キロメートル西に位置している。
木簡が発見された洞窟は、小西淘蜆修行洞と呼ばれており、張義郷からさらに北の山を谷沿い
に2～3キロメートル登ったところにある。
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付近には、僧侶が修行に使用したといわれる洞窟がいくつか見られ、それら洞窟のある崖の上
には仏塔力轆認される③。
木簡の発見された修行洞（以下、修行洞とする）は、岩の割れ目に出来た自然の洞窟である一
号洞と、その奥の上部に作られた人工の洞窟である二号洞からなっている。これらの洞窟からは、
武威木簡A・B．Cとともに西夏時代の遺物が多く発見されている。チベット文木簡と同時に発
見された多量の西夏文文書や竹筆等は、 もともと二号洞に封閉されていたもので、その一部が一
号洞に流れ出ていた④。つまり何らかの理由で西夏文文書と同時に武威木簡も二号洞に封閉され、
そののち一部の遺物が二号洞に流れ出たと考えられる。したがってチベット文の武威木簡も、西
夏時代に西夏文の文書等とここに収められたものであると思われる。収められていた物の内容を
甘粛省博物館報告の「甘粛武威発現一批西夏遺物」⑤にしたがって以下に列挙すると、
西夏文印本：字書⑥、経典。
西夏文写本：薬の処方菱、題記、経典、 卜辞等。
西夏文木簡。
チベット文の印本1点と写本5点。
漢文文書：光定二年九月の記述のある物等。
竹筆、 2点。
泥の塔婆：高さ7センチメートルで、梵文とチベット文が書かれている。
銅銭。
等々である。
この洞窟から発見された西夏文文書に関しては、王静如氏の「甘粛武威発現的西夏文考釈」等、
いくつかの研究が発表されている⑦。修行洞と一部の文書の写真が、史金波・白濱・呉峰雲編の
『西夏文物』に見える⑧。
甘粛省博物館報告の「甘粛武威発現一批西夏遺物」⑨は、チベット文木簡のことについて触れ
てはいないが、武威の博物館に展示されてあるチベット文木簡は、展示説明等からここから発見
された物であることは確かである。おそらく報告書ではチベット文木簡を写本の数に含めている
のであろう。
釈文⑩
①//lhachenlhadbangbrgyabyinni//skumdogdkarla'odgzer'phro//phyagmtshan
phyagna(2'dojegepapobsnamsdelaphyag'tshalmtshodpa'bul//damchosgtsuglag
khangsrusaD/
天神、帝釈天は、お身体の色は白く、光が放たれ、法器として、御手に金剛杵をお持ちにな
り、そこに恭し<礼を奉ります。正法と寺院を守ります。
dojeはrdorje(金剛杵）の書き間違いであろう。
最後の文字はbaが入り、srusabaとなることが次の文章より理解できる。srusaba
はsrungba(守る）の書き間違いであろう。
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②(3)lhachenmahakalani//s umdogdkarla'odgzer'phro//phyagnatsandanbe
ba//
そこに
conbsnamsdela'4'phyag'tshalmtshodpa'bul/damchosgtsuglagkhangsrusa
天神、大黒天は、お身体の色は白く、光が放たれ、御手に檀香の杖をお持ちになり、
恭し<礼を奉ります。正法と寺院を守ります。
③lhachengang'babzangponi//(5)skumd gdkarla'odgzer'phro//phyagmtshanphyag
napadmabsnams//del phyag'tshalmtshod'6)'bul//damchosgtsuglagskhangsrusa
ba//
天神、満賢は、お身体の色は白く、光が放たれ、法器として御手に蓮華を持っておられます。
そこに恭し<、礼を奉ります。正法と寺院を守ります。
mtshodと'bulの間にpaが抜けている。
lagsはlagの書き間違いであろう。
④kluchennorbubzangponi//skumdogdkarla'o'7'zer'phro//phyagnanorburin
cenbsnams//delaphyag'tshalmtshodpa'bul//damchosgtsug(8'□□□srusaba//
龍神、珠賢は、お身体の色は白く、光が放たれ、御手に宝を持っておられます。そこに恭し
〈、礼を奉ります。正法と寺院を守ります。
'dozerは非常に不明瞭で判読困難であるが、他の部分の書式から'odgzerであること
は間違いない。
gtsugとsruの間の摩耗部分にはlaglkhangが入りgtsuglaglkhang(寺院）となる。
⑤kluchenklurgyaldgasponi//skumdogdkarla'odgzer'phro//phyagna{9)□□□
□□□□□□□//delaphyag'tshalmtshodpa'bul//
龍神、難陀龍王は、お身体の色は白く、光が放たれ、法器として御手には、 （剣を持ってお
られます） 。そこに恭しく、礼を奉ります。
摩耗部分は、前の文章からphyagmtshanphyagna□□□□bsnams(法器として御
手には、□□□□を持っておられます） となることが理解される。一般的に難陀龍王の法
器は剣であり、摩耗部分にはralgri等の剣を表す単語が入ると思われる。
書式どうりであれば裏面には、 damchosgtsuglagskhangsrusaba//(正法と寺院
を守ります。 ） と続く。
解説
◎文 体
書体は書写体(dbumed)と活字体(dbucan)の中間で、少し活字体に近いように思われる。
また敦煤で発見されたチベット文の書体に似ているが、敦煙文書にしばしば見られるような、ギ
グ(gigu)が逆さまに付いたものは見られない。シェー(shad)の前には必ずツェク(tsheg)
があるのも、一つの特徴であろう。
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◎内 容
木簡文中の神について説明をする。
①lhachenlhadbangbrgyabyino
Indra帝釈天。サンスクリット語では、Sakradevanamindraとも表記され、その意味は諸天
の中の王である。
②lhachenmahakalao
Mah5k51a大黒天。現在のチベット語では一般的にMaha'aka'alaとしてhaとkaの文字の下
に長母音を示す'achungが付けられている。三宝を守護する武神であり、飲食を司る神であ
り、戦闘の神などとされる。
③lhachengang'bazangpoo
PUrnabhadra満賢。次のnorbubzangpoとともに、Vaigravana(多聞天)の侍祭で、南にあり、
右手に花瓶を持ち、左手にマングースを持っている⑪onorbubzangpoと同じく、十六大護
に数えられ、仏法および、国土衆生等を守護している。
④kluchennorbubzangpoo
Manibhadra珠賢。前のgang'bazangpoと同じように、VaiSravana(多間天)の侍祭で、右手
に宝石を持ち、左手にはマングースを持っている⑬。十六大護の一人である。
⑤kluchenklurgyaldgaspao
Nandah難陀龍王。八大龍王の一人、仏法を守り、諸龍中、最も優れた者である。
①②③の神はそれぞれ名前の上に、 lhachen(天神） とあり、④⑤の神には、kluchen(龍神）
と付されている。特に注目されるのは、③のlhachengang'bazangpoと④のkluchennorbu
bzangpoである。これらは同じVaiSravana(多聞天)の持祭で、十六大護の一人であるにも関わ
らず、③はlhachenとして、④はkluchenとして異なるランクに位置づけられている。lha、
kluという順番には、神をランク付けするためのある種の法則が存在していると考えられること
から、ここにこの地方独自の宗教思想が反映されているのではないかと考える（この事について
は後述の「歴史背景」で再度考察する)。
全ての神の身体が、白となっているのも特徴的である。①のbrgyabyinや、③のgang'ba
zangpoは身体の色が一般的には黄色である⑬。
◎書 式
[lhachenもしくはkluchen][神の名前]ni//skumdogdkarla'odgzer'phro//phyag
na[法器]delaphyag'tshalmtshodpa'bul/damchosgtsuglagkhangsrusaba//
［天神もしくは龍神］ ［神の名前］は、お身体の色は白く、光が放たれ、御手に［法器］をお持
ちになり、そこに恭し〈礼を奉ります。正法と寺院を守ります。
となり、 ［神の名前］にしたがって［法器］が替わるだけで、ほかの部分はほとんど差異がない。
同じような書式のものが『護法尊の大海の伝記(bstansrungrgyamtsho'irnamthar)』にあり、
田中公明氏がすでに訳⑭しているので、その満賢と珠賢（宝賢）の部分を示す。
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Gangbabzangposkumdogser/cidgosnangnas 'byungbayis (sic.)/bumpabzangpo
phyagnabsnams/ lhophyogsgnas laphyag'tshal lo//
満賢Purnabhadraは身色黄色、何でも入用の物を内より取り出す。賢瓶を手に持つ。南方に
住する者に敬礼す。
Norbubzangpozlargyasmdog/phyagg-yasyidbshinnorbuyis/'groba'irebardsogs
mdsadpa/nubphyogsgnaslaphyag'tshallo//
宝賢Manibhadraは満月の色。右手の如意宝珠にて、諸趣（の衆生）の意願を満たし給う°西
方に住する者に敬礼す。
この経典の書式は
[神の名前］ ［色］ ／ ［法器］ ／ ［方向] phyogsgnaslaphyag'tshallo//
[神の名前］は、 ［色］色で、 ［法器］を持つ。 ［方向］に住する者に敬礼す。
となり、 この二つの書式を比較してみると、 『護法尊の大海の伝記』にはlhachen(天神） と
kluchen(龍神）の区別がないことや、文章の最後の「damchosgtsuglagkhangsrusaba(正
法と寺院を守ります)」という言葉が無いなどの僅かな相違点を除いて、酷似しており、同じ種
類の経典に属すると考えられる。
◎形 状
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チベット文木簡は、ロンドンにスタイン募集品が約2300点、新彊維吾永自治区博物館所蔵品が
78点、サンクトペテルブルグのマロフ募集品が57点ほどあり⑮、その他にも中国国内で新たに発
見されたものなどがある。 『吐蕃簡犢綜録』には464本の木簡が紹介されている。その内訳は、新
彊維吾永自治区博物館所蔵のものが78本とスタインのものが380本とマロフのものが6本である。
そのなかには宗教関係のものが25本あるが、そのほとんどがボン教関係の木簡である。仏教経典
と思われるものは1本も存在しない。 『新彊歴史文物』には新彊維吾永自治区博物館所蔵の一部
の木簡の写真とその長ざが紹介されている⑯。スタイン収集のものは幅・長さ共に知られている⑰。
また、青海省都蘭県で発掘された吐蕃時代の古墳二基の内、第十号墓から発見されたll枚の木簡
がその写しと共に発表されている‘劇。以上の木簡の一般的な形状は、厚さ0.2～0.3センチメート
ル、幅約2センチメートルである。長さは長短いろいろあるが、墓から発見されたものには、
10.5センチメートル以上のものは無い。右端近くに穴のあけられているものも多い。スタインの
ものは幅約2センチメートル、長ざは10～13センチメートル<､らいのものが多く、右端近くに穴
のあけられているものも多く存在する。これらの木簡の中には概略図で示した武威木簡AとBに
類似した形状のものはみられない。写真等が公開され、その形状がわかるチベット文木簡は少な
く、武威木簡と同じような形状のものが今後発表される可能性はあるが、管見の限り類似したも
のは無く、チベット文木簡としては非常に特殊な形状であるといえる。
あえて、武威木簡と形状の類似するものを求めるとするならば、ニヤ遺跡から出土したカロー
シュティー木簡がそれに相当する⑲。カローシュティー木簡は4世紀まで使われたとされており、
この武威木簡とは時代的に大きなズレがある。ただ、非常に似ているので、カローシュティー木
簡を再利用したのではないかとも思われるが、それを裏付ける証拠はない。
◎木簡の埋蔵年代
修行洞から同時に発見された文書の中には人慶・天盛・乾祐・天慶．光定という西夏の年号が
みられ、その最も古いものは西暦1145年のものである。それら文書の中で、年代が判明している
最も新しい物は、光定2 (1212)年の漢文文書で、光定は西夏の神宗の年号である⑳。これらの
事からこの洞窟は、西夏の中・晩期の遺跡に属するとみられている。 1227年にモンゴルによって
西夏は滅ぼされており、 しかも元代の遺物がまったくないことから、 1212年より降ること数年の
間に、二号洞が封閉されたとみられる。それと同時に武威木簡も封閉された。
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歴史背景
涼州（今の武威）は、唐末に吐蕃の範図に組み込まれ、その後一時的に唐に復帰するが、五代
から遼にかけて再びチベット系民族の支配する地域となる⑳。 『宋史』吐蕃伝の前半部分は、この
涼州を中心に活躍した涼州吐蕃について記している⑳。涼州吐蕃は、天聖6～7(1028～9)年、
西夏によって西涼府を逐われている⑳。
武威周辺へのチベット仏教の影響は二度認められる。一度目は、 10世紀中頃におこなわれたラ
ンダルマ王の廃仏によって、チベットから相当数の仏教信者がこの地域に逃れてきたと考えられ
るものである。二度目は西夏においてチベット仏教が重要視され、チベット語仏教経典から西夏
語への翻訳がおこなわれたことによるものである。
一度目の影響は、廃仏がおこなわれている地域から仏教信者または僧侶がこの地域に逃れてき
たものにすぎず、この地域の仏教自体に新しい何かをもたらした訳ではなさそうである。したが
って影響としては、この地域におけるチベット族の人口増加があったと考えられる。この地域に
仏教徒が逃れてきた理由としては、チベット内地の廃仏の影響がこの地域まで及ばなかったから
である。たとえばmkhaspamigsum(3人の学者）と言われる人々がアムド地方の北にあるDan
tig山（今の青海省化隆県）の近くに逃げ、そこで宗教活動を続けたことからも⑳、そのことが理
解できる。これらのことはこの地域で吐蕃時代以来の仏教が生き続けていた可能性があるという
ことで、非常に重要な意味を持つであろう。
次に二度目の影響について述べる。この修行洞から東南に3キロメートルほど離れた張義郷の
東北には、大量の西夏文経典が発見されたことでも有名な天梯山石窟がある。この石窟は黄羊河
の側にあり、北涼（397～439年）時代に開削されはじめたと考えられている。修行洞の在る谷は
その一つの支流であり、天梯山石窟と同じ盆地内に位置している。この石窟からも、 34件の西夏
文文書と共に第七洞からチベット文文書1件が発見されている"・天梯山から発見されたチベット
文文書についてはあまり知られていないが、その文書が印本であることから、経典の一部である
可能性が高い。松澤博氏は、この天梯山石窟から発見きれた西夏文経典『聖観自在大悲心總持功
徳経韻集』を研究し、その経典が仁宗時代(1139～93年）にチベット語から訳されたことなどか
ら、その時期に西夏における仏教の中心が中国仏教からチベット仏教になったとした⑳。
ではなぜ仁宗時代にチベット仏教が西夏の主流になったのだろうか。私はその一つの原因とし
て、チベットにおける仏教の復興が挙げられるのではないかと考える。
吐蕃のランダルマ王が廃仏を行った後、 ll世紀になるとチベット内地でも本格的に仏教が復興
した。この頃になると、新たな教派力確立され、寺院も各地に建てられるようになり、おそらく
経典も多く刷られるようになったであろう。そしてその主要で、最も古い宗派であるニンマ派が、
ランダルマ王の廃仏を避けてアムド地方へ逃れてきた前述の「3人の学者」の流れを引く者達を
出発点として始まったことも見逃してはならない⑳。
チベット内地で仏教が復興するとすぐ、各宗派の僧侶が次々と西夏を訪れている⑳のは、西夏
にチベット仏教を広めるのに好条件であったからだと考えられる。それらのことが西夏国内にお
いて、チベット仏教が力を得る理由にもなったのであろう。ついには、皇后或いは皇太后が発願
しておこなわれる大法会では、正式にチベット文経典が読謂される⑳。以上のように、チベット
－7－
内地の仏教復興によるものが二度目の影響である。
ただ、武威木簡は他のチベット語仏典のように紙に印刷されたものではなく、木に書写された
ものであり、仁宗時代以降において新たにチベット内地からもたらされたものとは考えにくい。
木簡の冒頭の神である帝釈天に関して、 1346年に書かれたときれるチベットの仏教史『Deb
therdmarpo』の「ミニヤクの王統」によると、
lha'idbangpobrgyabyingyilunggisminyagrgylpogcigbskosyod/
天の王である帝釈天の御言葉により、 ミニャクの王が任ぜられました。
とあって⑳、修行洞のあるこの地方では帝釈天に対する信仰が以前よりあったことをうかがい知
ることができる。
天神の次にランク付けされている龍神については、 1538年に書かれたとされる⑳『Debt'er
dmarpogsarma』⑫に、
minyaglashortshulnibyangngosdangminyagsga'ibargyir gci laklubdudchen
poseh'uzhespagcigyodpadang/byangngosmkharnanggibudmedshaza'irigsgcig
lhandu'duspalasbugcigskyespa'itshen mmkha'lasngonmedpa'iskarmabtagscan
sharbamthongnasrgyasrtsisbyaspasrgyala'phagpa'imigcigskyesparshesnasthams
cadskragzer/
ミニャクを失った状況というのは、 byangngos(涼州） とminyagsgaの間に一つの山があり、
そこの一匹のseh'uという名の大きな悪龍と、byangngosmkhar(涼州城）の羅刹の類の女性
が結合して一人の子供を生んだ時、天空に今まで見たことの無い星が現れ、漢族の占い師が占っ
たところ、王位を奪うものが生まれたということがわかり、人々は恐れた。
とあり、 ミニャクの王統を龍と結び付けている。
これらミニヤクを西夏と解する説が有力だが、チベット語史料にみられる一連の「ミニヤクの
王統」の内容すべてを「西夏の王統」と理解してしまうことには疑問を感じる。なぜなら、これ
らの西夏の王の出自伝説が他の史料にみられないからである。西田龍雄氏は、 ミニャクとはチベ
ット人の下人になったタングート族を指し、後にチベットでは西夏全体をその言葉で代表させた
とし、チベット人は下人のことを温末とか潭末とか呼んだとしている⑬。温末は唐代末期から五
代初期にかけて特に勢力を増し、涼州（今の武威）の覇権を掌握していた⑭。つまりミニャクは
温末に含まれる言葉だと考えられる。この地方には雑多な民族が入り交って住んでおり、その中
には龍族を名乗る民族がある⑮。また唐代に張孝嵩なる人物が悪龍を退治して「龍舌張氏」の勅
号を賜った話等があり、この地方に古くから龍に関する物語もしくは信仰があったことを窺い知
ることができる⑳。これらのことを考え合わせると、チベット語史料にみられる「ミニャクの王
統」の内容に、以前から涼州付近に住んでいた民族の伝説が、西夏の王の出自伝説として紛れ込
む可能性が充分にあると考えられる。
武威木簡Aに出てくる神の名前は、多聞天の侍祭であるgang'bazangpoとnorbubzangpo
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が、天神と龍神という別のランクに分けられていたり、四天王や十六大護のようなある一つのグ
ループを示すものがなく、統一性が見られない。これらのことは、チベット仏教が張義郷地域の
土着信仰と結びつき、天神と龍神というこの地方独自の神にたいするランク付けに基づいて選ば
れたからではないだろうか。木簡の内容はこの地方独特の思想を反映したものだと考えられる。
おわしﾉに
この武威木簡Aがいつ書かれたものかという問題が残る。この経典の内容が、仏教本来の仏
ではなく、護法尊である帝釈天から始まり、神を天神と龍神の二つに分けるという思想や、龍神
を重要視しているのではないかと思われること、などからチベットの後期仏教の影響を受ける以
前に書かれたものではないかと考える。また、武威木簡Bの表面は、文字がほとんど確認でき
ないく”らいに摩耗している。二号洞は長い間封閉きれていたのであり、この木簡が二号洞に収め
られた後、文字が見えなくなるほど摩耗したとは考えにくく、武威木簡Bは二号洞に収められ
る前に、ある程度摩耗していたと考えられる。木簡に文字を写すという形態や、書体などからも
古風な印象を受ける。
以上の理由で、この武威木簡は涼州が西夏に占領される前、涼州吐蕃もしくはそれ以前に書か
れたものであり、この地方に住んでいたチベット民族によって、西夏の仁宗時代(1139～93年）
を経て神宗時代(1211～23年）まで伝えられ、西夏文文書とともに修行洞第二号洞に封閉された
と考える。
西夏では、吐蕃時代からチベット系民族によって信仰きれてきた仏教と、仁宗時代にチベット
内地から新たに輸入された仏教経典の双方が存在したと思われる。この武威木簡Aはその前者、
つまりチベット系民族によって信仰されていた仏教に属すると考えられる。もしこの木簡Aに
対する解釈が正しければ、西夏によって新たに導入されたチベット仏教とは別に、当地のチベッ
ト人による土着信仰的色彩のあるチベット仏教の流れが存在したことになる。この西夏に支配さ
れているチベット人達が守ってきた仏教と、仁宗時代以降にチベットからもたらされたであろう
チベット文の印本が同時に発見されたと言うことは、西夏が国家的規模で導入したチベット仏教
と、以前からそこで生活し西夏によって支配されたチベット族の人々が信仰してきた仏教が、同
じ場所で活動していたことになる。恐らくは差異のあるこの二つのチベット仏教が、同じ場所で
どのように信奉されていたのか、中国仏教からチベット仏教へという国家的な宗教の流れを、被
支配民族を含む庶民は、どのように受けとめていたか等々、今後研究すべき問題を多く含んでい
るように思われる。
西夏文経典と、今後、武威にある他のチベット文木簡や文書が公開きれ、 さらにこのようなチ
ベット文文書が発見、公開されれば、なお一層この地域の歴史が明らかになる。そういう意味に
於いて、この武威木簡Aが投げかけた一筋の光は今後重要さをますものと考える。
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